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て公開する動きがある．国内では国立情報学研究所（NII : National Institute of 
Informatics）が中心となり推進してきた[3]．2009 年 10 月現在，国立大学を中心
に 115 の教育研究機関で運用されている．本学でも金沢大学学術情報リポジトリ




















(NASA：National Aeronautics and Space Administration)[10]の国立宇宙科学データセ
ンター(NSSDC：National Space Science Data Center)[11]や米国海洋大気庁(NOAA：
National Oceanic and Atmospheric Administration)[12]などで観測データを集中管理
している．日本では，気象庁（JMA：Japan Meteorological Agency）[13]や宇宙航

































































































































3 種類の公開方式は，学術情報リポジトリ（図 1-3 の①），公開用 Web-DB シス































図 1-4 は，図 1-3 に示した学術情報公開モデルを，大学の現状に即した形で，
共通プラットフォームを配置し，具象化したものであり，図 1-3 の①～③の公開
方式が，図 1-4 の共通プラットフォームの①～③に対応している．ただし，図 1-3，
図 1-4 において，公開用 Web-DB システム（図 1-3 の②）は，それ自身を共通プ
ラットフォームとするのではなく，公開用 Web-DB システムを取りまとめる
Web-DB 管理システムとして共通プラットフォーム化（図 1-4 の②）を行う．こ
れは，公開用 Web-DB システムが公開対象となるコンテンツと一対一で対応する
ことが多いことから，公開用 Web-DB システムそれ自身を一つのコンテンツであ






























































の可能性を探るため，2 章から 4 章で考案した公開方式に基づき実装された公開
システム間の連携について考察する． 
 






























































表 2-1 蓄積されている非文献コンテンツ（抜粋） 
コンテンツの内容 分野 種類 全文検索 件数等 地名等の情報 
インドの仏像・壁
画・遺跡 
人文科学 写真 不可 2万件以上 発掘地/所蔵地 
中国語の方言 人文科学 音声/地図 不可 約千件 調査地 
中国の伝統芸能 人文科学 動画/写真 不可 800GB以上 撮影地 





不可 約7千件 観測座標 
資料館所蔵品 共通 写真 不可 数千件 作成地/他 
e-Learning素材 共通 作成ソフトに
依存 






(1) 課題 1 
機関リポジトリでコンテンツのメタデータ定義のために使用されている Dublin 




































前節で挙げた課題 1～課題 4 を解決し，非文献コンテンツに対応した汎用性の







と判断したためである．そして，図 2-1 に示すように NII の学術機関リポジトリ
構築連携支援事業の Web サイト（機関リポジトリ一覧）[3]にリンクされている機
関におけるリポジトリプラットフォームの利用状況を調査したところ（2009 年 5
月），DSpace[18]と DSpace をベースにしたプラットフォームが 77%を占めた．そ




表 2-2 開発条件表 
汎用性の確保 
① メタデータの互換性が確保できること． 
⇒ 当該リポジトリ上での詳細な定義と，他リポジトリとの互換性を両立（課題 1）． 
② 他リポジトリとの連携を行えること． 



































































































表 2-3 アジア図像集成に必要なメタデータ項目（抜粋） 
項目名 項目の説明 具体例 
所蔵・所在 図像の所在地  東門南柱内側 
出土地 図像の出土地 サンチー第一塔 
材質 図像の材質 砂岩 
サイズ 図像のサイズ 10m 
撮影日 図像が撮影された年月日 2004/1/10 
画像コード 管理者独自のコード体系 IMPSB050 
ファイル名 画像のファイル名 2891-008 
フォルダ名 画像の保管用フォルダ名 2891 
 
 
表 2-4 アジア図像集成用の拡張メタデータ語彙（抜粋） 
基本要素 限定子 項目名 
Coverage currentLocation 所蔵・所在 
originalLocation 出土地 
Description material 材質 
dimensions サイズ 
Date datePhotograhed 撮影日 
Identifier original 画像コード 















































































TAB 区切りまたは CSV 形式で保存することも可能とした．図 2-6 に Excel などの
表計算ソフト上でのメタデータの記述形式を示す．1 行目をヘッダ行として，メ

















Google Earth との連携には KML(Keyhole Markup Language)[27]を用いた．KML は

















Google Earth と連携した可視化システムの概要を図 2-7 に，また，Google Earth
上での表示例を図 2-8 に示す．Google Earth 上への表示および Google Earth から
DSpace への検索（リンク）は次のように行われる．なお，先頭の数字は図 2-7 中
の矢印に付されている数字に相当する． 
 







⑤ 座標より地図上に情報を表示するための KML を作成し，それをユーザに
返す． 
⑥ Google Earth がインストールされているパソコンでは，Google Earth が起動
し，地図上に情報を表示する． 
⑦ 地図上に表示される情報には DSpace のコレクションに関するリンクが埋
め込んであり，Google Earth から DSpace への検索が可能である． 
 







表 2-5 地理情報格納テーブルの構造 
項目名（列名） 項目の意味 具体例 
geography_id 識別番号 ６ 
location_name 地名 Sanci, The Second stupa 
longitude 経度 77.44213 
latitude 緯度 23.28445 
altitude 標高 （現在未使用） 




図 2-7 Google Earthと連携した可視化の概要 
 















































































アジア図像集成は 2008 年 2 月，e-Learning 素材は 2008 年 7 月，あけぼの衛星



























































































































































































的にデータの公開範囲を変更する必要がある．例えば，図 3-2(b)の B に属する実




















① 公開用 Web-DB システムのサービス単位で制限． 
② データベースのテーブルの名称などで制限． 
例：データベースの名称，テーブルの名称 
  テーブルの列名 
③ データの種類で制限． 
例：生データ，較正データ，概要データ 























用 Web-DB システムの役割分担の概要を以下に示す． 
 
【Web-DB 管理システムの役割】 
 ユーザ認証・認可処理と関係する認証用 Web インターフェイスの提供． 



















 管理を委任された公開用 Web-DB システムのデータに対するアクセス権
を提供されたWeb インターフェイスを用いて管理する．データ管理者は，
47 





関係者が望ましい（3.3.5 節，3.4.2 節参照）． 
3.3.4 概要 






理を行う（図 3-3 の①）． 
 ユーザ認証が完了すると，公開用 Web-DB システムの選択画面が表示さ
れ，ユーザは一覧から閲覧したい公開用 Web-DB システムを選択する．
Web-DB 管理システムは，ユーザと選択された公開用 Web-DB システム
の情報から，公開可能リストを作成する（認可）（図 3-3 の②）． 
 選択した公開用 Web-DB システムへリダイレクトされるとともに，公開
可能リストが公開用 Web-DB システムに渡される．これにより，公開用
Web-DB システムが公開可能なデータ範囲などを設定する（図 3-3 の③）． 
 データの閲覧を行う（図 3-3 の④）． 














 ハードウェア：ラックマウント型サーバ（CPU：Intel Xeon 3.40GHz, 
RAM:2GB）を使用する． 
49 
 ソフトウェア：OS は Linux，Web サーバは Apache を用いる．システム
の記述は PHP で行う．DBMS は PostgreSQL を用いる． 
 
(b) 管理用データベースの仕様 





























ュールを各公開用 Web-DB システムの公開環境に合わせて修正する． 
各公開用 Web-DB システム用の実装に用いられる言語（もしくはスクリプト）
は多様であると考えられる．今回の開発では，その中から近年 Web-DB の開発で




























































表 3-1 ユーザ管理機能一覧 
 機能一覧 システム管理者用 グループ管理者用 
1 グループ更新 ○ ○ 
2 グループ削除 ○ × 
3 グループ作成 ○ × 
4 ユーザ更新 ○ △※ 
5 ユーザ削除 ○ △※ 
6 ユーザ作成 ○ △※ 
7 サブグループ ○ ○ 






図 3-7 にデータ管理機能の認証画面と機能選択画面を示す．また，表 3-2 にデ
ータ管理機能の機能一覧を示す． 
DB マスター（表 3-2 の 1）では，管理下に置く公開用 Web-DB システムのシス
テム名称，システムの説明，URL などの情報を管理する． 
データ管理者（表 3-2 の 2）では，公開用 Web-DB システムのアクセス権に対
する管理者を設定し，その管理を委任する（3.3.3 節参照）．ここで公開用 Web-DB
システムの管理者に設定されたユーザ（データ管理者）は，その管理のために表
3-2 の 3～7 の機能を利用することができる． 




本的なアクセス権限の一覧を表 3-3 に示す．現在，基本的なアクセス権限は 01～
04 および 09 を使用しているが，その意味づけを含めて Web-DB ごとに変更可能
である． 
特別権限（プロジェクト権限）は，短期・長期のプロジェクトやキャンペーン
観測などを想定したものである．特別権限（プロジェクト権限）は AA～ZZ の 676
個まで登録可能である．公開用 Web-DB システムに設定される権限の管理画面の
表示例を図 3-8 に示す．図中の下方の AK，CE と示されているのが特別権限（プ
ロジェクト権限）である． 





個別 DB 管理（表 3-2 の 6）は，公開用 Web-DB システムごとに管理され，実
際に公開用 Web-DB システムに受け渡される情報の内容を管理する．図 3-9 に，
ある公開用 Web-DB システムの管理内容の一部を示す．図中のデータ区分は，公
開用 Web-DB システムに対するアクセス制限を行うためのパラメータで，事前に











図 3-7 データ管理機能 
 
 
表 3-2 データ管理機能一覧 
 機能一覧 システム管理者用 データ管理者用 
1 DB マスター ○ × 
2 データ管理者 ○ × 
3 権限マスター ○ ○ 
4 グループ権限 ○ ○ 
5 ユーザ権限 ○ ○ 
6 個別 DB 管理 ○ ○ 






表 3-3 基本的なアクセス権限 
権限 名称 参照可能データ 意味 
01 基本レベル 01 全データ システム管理者 
02 基本レベル 02 一部 研究チーム 
03 基本レベル 03 一部 共同研究者 
04 基本レベル 04 一部 一般ユーザ Default 











図 3-9 個別 DB管理画面（一部） 
 
 
3.4.3  実証運用 
 
(a) 利用者機能 
























を表示する（表 3-4 の 1，2，6）． 
 イメージ（png）を管理するメタデータベースを検索し，その結果から該
当するイメージを表示する．イメージは，ユーザからリクエストがある
とデータサーバから Web サーバへ rsync over ssh にて転送される（表 3-4
の 3，4）． 
 CDF を管理するメタデータベースを検索し，その結果から該当する CDF
を Web サーバ上で加工（描画，表示，ダウンロード）する．サーバ間の
通信には XML/Web Service (SOAP over http)[33,34] を利用した（表 3-4 の
5）． 
なお，CDF（Common Data Format）[35,36]とは，自己記述型の汎用デー
タフォーマットの一種である．Web Service および CDF の詳細について
は 4 章で述べる． 
 




② 公開用 Web-DB システム構築／再構築． 
 既存公開用 Web-DB システムの場合：テーブル，スクリプトなどの最適
化が必要な場合は，事前に再構築作業を行う．再構築が不必要な場合は，
この処理は省略できる． 














今回の実証実験では，既存公開用 Web-DB システム（表 3-4 の 1，2，3，4，6）
はテーブルなどの再構築を行なわずに管理システムの管理下に置いた．実際には

















した場合の画面表示例を図 3-11，図 3-12 に示す． 
図 3-11 は，あけぼの衛星搭載の観測機器の状態などを検索するための公開用
Web-DB システムである．この公開用 Web-DB システムに対しては，観測年ごと
にアクセス制限を実施した．なお，以下の説明の中の権限については 3.4.2 節を参
照されたい．図 3-11 の①は，所有者・研究チーム（基本レベル 01 および 02）が
アクセスしたときに表示される画面である．以下同様に，②は特別権限（プロジ
ェクト権限）が与えられたユーザがアクセスした場合，③は一般ユーザとゲスト
（基本レベル 04 および 09）がアクセスした場合である． 
図 3-12 は，あけぼの衛星の観測データ（CDF 形式）を検索するための公開用













図 3-11 観測年ごとに制限した例 
 
 





























































































































































































最終的にSOAP over HTTPを用いたWeb Service[33,34,42]と著者が素材管理シス





















と，Web ブラウザからのアクセスを可能とするための Web サーバがある．また，
データサーバには提供用の実験観測データを配信する機能のものと，それらのメ
タデータを配信するものがある．これらは，同一マシン上での実現も可能である





























配信時間に対する速度は，10MByte～1GByte のデータでは 50Mbps 以上の値とな























表 4-1 バイナリ・データの平均配信時間 
 単位 Byte→ 1M 10M 100M 1G 
(1)-(2)(ms) 
準備時間 
1,408 1,428 1,411 1,410 
(2)-(3)(ms) 
配信時間 
480 1,392 13,790 139,057 
(1)-(3)(ms) 
全体時間 












































































































に関しては，機種に依存しない（表 4-2 の 4 項目目参照）ライブラリが充実して
おり，低レベルの I/O 操作を意識する必要がない． 
netCDF の人間指向型ファイル（CDL）を用いた表記例を図 4-6 に示す．これは
説明のために簡単化したものであるが，ファイル中に，ファイル属性，変数名，
候補最小／最大値，グラフ化される場合の座標，データおよび注釈が記述されて
いる．図 4-7 は図 4-6 の内容で生成した netCDF を汎用解析ツール（IDL）により
テスト描画したものである．描画に際しては，利用者が IDL にデータ属性や座標
に関する情報を与えなくても，netCDF 自身が持つ情報のみ使用して描画される． 























Web Service のクライアント機能を組み込み，Web アプリケーションとして提供す
るものである．作成言語は Web 関係のアプリケーションの作成に実績がある Java


















実装した．図 4-8 に Web Service 技術（SOAP over HTTP）を用いて実装した実験
観測データ配信システム（図 4-8(a)），および，メタデータ配信システム（図 4-8(b)）
の概要を示す． 
SOAP サーバは OS が Linux，システムの構築は Apache Axis[47] + Java で行なっ








































を備えたアプリケーション版と Web サーバ版を作成した．図 4-9 はアプリケーシ





図 4-9 クライアントの実装例（アプリケーション版）  
 
 
























今回「あけぼの衛星」の MCA データに適用した汎用データフォーマットは CDF






































































































① 学術情報リポジトリと Web-DB 管理システム間の連携． 
② 学術情報リポジトリとデータ配信システムのWeb 版クライアント間の連携． 
③ 学術情報リポジトリ間の連携． 






節参照）．また，④の Web-DB 管理システムとデータ配信システムの Web 版クラ
イアント間の連携に関しては，3 章の実証運用において，データ配信システムの






ケーション（3.4.3 節参照）で，利用者からみれば Web サーバであるが，データ
配信システムに対してはクライアントである． 
本章では，上記と異なった形での連携を試みた（①②）．図 5-1 に考案した公開
用システム間の連携法の概要を示す．図 5-1 の(1)は，2 章で開発した学術情報リ
ポジトリ，図 5-1 の(2)は，3 章で開発した Web-DB 管理システム，図 5-1 の(3)は，








上述の考えに沿って，3 章で Web-DB 管理システムとして実装した地球環境デ
ータベースシステムと学術情報リポジトリ，および，4 章で実装したデータ配信
システムの Web 版クライアントと学術情報リポジトリの連携を行った．図 5-2 に
連携の概要を示す[49]．図 5-2 の①は，学術情報リポジトリのブラウズ画面，図
5-2 の②は，学術情報リポジトリの検索結果の一覧表示画面，図 5-2 の③は，学術
情報リポジトリの情報表示画面，図 5-2 の④は，地球環境データベースシステム
の入り口画面である．図中の矢印は，地球環境データベースシステムの入り口画
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